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[  t  ]は、英語の子音でもっともよく使われる子音です。それだけに、語
中と語末でも多く現れるわけですが、ここでの [  t  ]の音形には若干の注
意が必要です。
まず、語中の [  t  ]です。アメリカ発音では、betterが「ベダー」「ベ

ラー」となるように、母音にはさまれると、[  t  ]は有声化します。また、
twentyが「トゥウェニ」となるように、母音＋[  nt  ]＋母音の組み合わせ
で、[  t  ]が消えてしまうこともあります（ダウンロード音声の winterでは
[  t  ]が発音されています）。
ところが、UK発音では [  t  ]は [  t  ]のままです。スペリングどおり、[  t  ]
をすなおに発音すればいいのです。ただし、UK発音の [  t  ]は前項でも述
べたように、日本語より強く発音します。これを忘れないでください。

little, battleなどの [  tl  ]では、舌先を上歯茎につけたまま、いったん呼
気をため、一気に声を出します。息が強く響いた「トウ」のように聞こ
えます。

cutや hotなどの語末の [  t  ]は、改まったときには、最後まできちんと
息を吐き出して、はっきり聞こえるようにします。ただ、日常的には、
舌先を上歯茎にあてて息をためるところまでで終わりにすることが多い
ため、[  t  ]はしばしば聞こえません（これは、専門的には「未開放破裂」
といいます）。

ポイント

Ｕ Ｋ 発 音 マ メ 知 識
UK英語の [  t  ]は強く響きます。ただ、最近の若い世代の発音傾向
としては、普通の [  t  ]でも、語中などの有声の [  t  ]でもない、第 3の
[  t  ]も使われます。それは舌先を使わず、かわりに喉の奥を絞めて息
を止める音 （声門閉鎖音） [    ] を使うというものです。いわば「ッ」
のような、聞こえない音です。語頭では現れませんが、語中や語末
では頻繁に現れます。betterなら「ベッア」というぐあいになるの
です。
若いイギリス人の英語は、やたらと途切れる感じがすることがあ
ります。それは、この [    ]のせいなのです。これは UK全土で聞か
れます。

【例文訳】
1.最高です。／2.けがをしないでくださいね。／3.それは大変興味深い文献です。／4.彼は 20歳
をちょっと過ぎたくらいに見える。／5.フォーク類を片づけてください。
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英米で発音の異なる語というのは意外に多いものです。しかし、日本では主

にアメリカ英語が教えられているために、UK式の発音がわからないことがま
まあるものです。ここではそのような単語を集めてみました。

*なお、ここで示した音形は絶対的なものではなく、これ以外の発音をする人もいます。

英米で発音の
異なる単語

can’tタイプ  
ask  [  sk  ] [ ́ sk  ] 
after  [  ft r  ] [  ́ ft   ]  
bath  [  b   ]  [  b ´   ] 
class  [  kl s  ] [  kl ´ s  ]  
dance  [  d ns  ] [  d ´ ns  ] 

worryタイプ  
courage  [  k ´ r   ] [  k´r   ]  
hurry  [  h ´ ri  ] [  h´ri  ] 
curry  [  k ´ ri  ] [  k´ri  ] 
 ourish  [   ´ r   ]  [   ´r   ] 

nourish  [  n ´ r   ]  [  n´r   ] 
thorough  [  ´ ro   ] [  ´r   ] 
borough  [  b ´ ro   ] [  b´r   ] 

tubeタイプ  
 * Unit 34参照

tune  [  tú n  ]  [  ú n  ]
tube  [  tú b  ] [  ú b  ] 
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UK英語の特徴のひとつはイントネーションです。アメリカ英語とは異なる
のです。UK英語のイントネーションの特徴を説明する前に、まずはイントネー
ションの基本をおさえておきましょう。
イントネーションとは、ひとまとまりの発音単位（イントネーション句）にか

ぶさるメロディです。イントネーション句とは、単語や句、短い文など、ひと
かたまりの意味を持つ単位です。
ひとつのイントネーションには、中心となる音程の変化（トーン）が必ずあり

ます。代表的なトーンは、下降調・上昇調・降昇調（下降上昇調）です。学者に
よって分類はさまざまで、さらに細かく分けることもありますが、本書ではこ
の 3種類に限定して扱います。
なお、トーンの現れる場所（音節）を「核」と呼びます。名前からもわかるよ

うに、イントネーションではこの部分がいちばん大事なのです。

イントネーションの
中心―トーン

下降調  上昇調  降昇調 

No No No

Yes Yes Yes

Good Good Good

Lovely Lovely Lovely

下で 3種類のトーンを練習してみましょう。出し方のイメージは、下降調は
カラスの「カー」です。上昇調はおどろいたときの「ええ～！？」です。降昇調
はなにかを聞いて不満気に言う「えぇ、そ～ぉ」の「そ～ぉ」です。

 核

Hugh is a lovely chap. 
（下降調のトーン）

（訳：ヒューは感じのいい男だ。）

⎫ ⎬ ⎭
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Thank you.

Attention, please.

U N I T
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次に、下降調を詳しく見てみます。これはいちばん多く使われるトーンです。
約 70%がこのトーンです。それだけに、きちんとマスターしたいトーンです。
ポイントは、日本語よりも高低差を大きくすることです。たとえば、日本語
の「はい」は下降調ですが、高低差は小さい。でも、英語の Hi! は 1オクター
ブくらいの高低差があります。だから、英語らしく発音するには、大げさに高
低差をつけることが大切です。特にUK発音は高低差が激しいことが多いので、
声域を広くすることをこころがけてください。
では、下降調の練習をしてみましょう。

いちばん多い下降調

長い単語では、強勢のあるところで声をいったん上げ、その後一気に下げま
す。Tremendouslyのように強勢が単語の途中にある場合、強勢の前 （Tre-） は
普通の高さです。強勢 （-men-） で一気に上がって下がり、それ以降 （-dously） 
は声を低く抑えます。
ところで、下降調にはどんな意味があるのでしょうか。それは、「断定・完
結・新情報」などです。下降調が使われる部分は、話し手が聞き手に伝えたい
情報であることを示しているのです。また、このイントネーション句で伝える
情報はこれで完結、ということでもあります。

U N I T 4 5

Thank you very much indeed.

A return to Oxford, please.

Fine Cheers Single

Return Brilliant Appalling

Tremendously 
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